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「
68
床
の
病
院
規
模
で
、
大
学
病
院
に
匹
敵
す

る
循
環
器
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
当
セ
ン

タ
ー
の
特
殊
事
情
ゆ
え
に
、
院
内
の
Ｉ
Ｔ
化
に

は
常
に
ジ
レ
ン
マ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
し

た
。
患
者
１
人
当
た
り
の
診
療
情
報
量
は
一
般

病
院
規
模
の
水
準
を
は
る
か
に
超
え
、
結
果
、

大
学
病
院
以
上
の
高
機
能
な
情
報
シ
ス
テ
ム
が

絶
対
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
コ
ス
ト
的
に
も
、

人
員
体
制
的
に
も
、
よ
り
小
さ
な
シ
ス
テ
ム
で

膨
大
な
情
報
を
管
理
・
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
の
で
す
。ま
さ
に
、

こ
の
点
が
最
大
の
Ｉ
Ｔ
化
の
懸
案
事
項
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
知
っ
た
の
が
『Caché

』

で
し
た
。

　

多
次
元
デ
ー
タ
構
造
の
『C

aché

』
は
医
療

情
報
の
収
納
性
に
優
れ
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ク

セ
ス
ゆ
え
に
膨
大
な
量
の
情
報
を
高
速
処
理
で

き
る
た
め
、
病
院
規
模
を
大
幅
に
超
え
る
患
者

情
報
へ
の
対
応
に
期
待
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
の

で
す
。
故
に
電
子
カ
ル
テ
導
入
が
決
定
さ
れ
た

時
、『C

aché

』
の
採
用
を
前
提
と
し
て
、
予

算
と
当
院
の
診
療
に
マ
ッ
チ
す
る
シ
ス
テ
ム
を

選
択
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
時
並
行
で
地
域
医
療
連
携
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
進
め
て
い
た
の
で
す
が
、

電
子
カ
ル
テ
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
使
用
す
る

た
め
、
親
和
性
を
考
慮
し
て
『C

aché

』
の
採

用
を
シ
ス
テ
ム
構
築
の
前
提
条
件
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
異
な
る
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
ト
コ
ル

の
接
続
統
合
が
可
能
な
、『C

aché

』
と
同
じ

イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
『E

nsem
ble

』

の
性
能
に
も
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を

基
盤
と
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
に
応
じ
て
く
れ
る

ベ
ン
ダ
と
し
て
、『C

aché

』
ベ
ー
ス
の
シ
ス

テ
ム
開
発
に
定
評
の
あ
る
デ
ー
タ
キ
ュ
ー
ブ
社

に
依
頼
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
順
調
に
稼
働
し

始
め
た
時
、
さ
ら
に
次
へ
の
期
待
が
出
て
き
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、
院
内
各
部
門
で
稼
働
す
る

シ
ス
テ
ム
の
連
携
で
し
た
。
実
は
、こ
れ
ま
で
、

院
内
の
各
部
門
の
シ
ス
テ
ム
は
バ
ラ
バ
ラ
で

デ
ー
タ
連
携
が
で
き
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
で
不
便
を
来
す
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
情
報
を
一
元
管
理
し
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
た
の
で
す
。
シ
ス
テ
ム
作
り
は
、
地
域
連
携

シ
ス
テ
ム
構
築
の
際
に
我
々
の
期
待
に
応
え
て

く
れ
た
デ
ー
タ
キ
ュ
ー
ブ
に
再
び
依
頼
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
は
、
診
療
デ
ー
タ
を

中
心
と
し
た
院
内
情
報
の
一
元
管
理
と
円
滑
な

利
活
用
を
主
な
目
的
と
し
て
構
築
さ
れ
た
院
内

　

豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
救
命
救
急

体
制
を
敷
く
循
環
器
疾
患
専
門
病
院
で
あ
り
、

循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
を
診
療
の
２
本

柱
と
し
て
い
る
。
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
と
治
療
、

手
術
数
は
、
合
算
、
年
間
５
０
０
０
件
を
超
え

て
お
り
、
同
院
の
提
供
す
る
循
環
器
領
域
の
高

度
先
進
医
療
へ
の
評
価
は
甚
だ
大
き
い
。
新
患

が
毎
月
３
０
０
～
３
５
０
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え

続
け
、
開
院
か
ら
の
登
録
患
者
数
は
累
計

６
万
５
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
事
実

は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

膨
大
化
す
る
患
者
情
報
を
正
確
か
つ
安
全
に

管
理
す
る
た
め
に
、
同
院
は
05
年
に
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
指
向
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン

「C
aché

（
キ
ャ
シ
ェ
）」
を
採
用
す
る
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
た
。
既
存
の
動
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
加
え
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、
生
理
検
査
シ
ス
テ
ム

と
順
次
、
院
内
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
き
た
。
08

年
に
は
統
合
型
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム「Ensem

ble

（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）」
を
基
盤
と
す
る
地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
地
域
医
療
連
携

を
推
進
。
そ
し
て
13
年
３
月
に
は
、
新
た
に

「Caché

」
と
「Ensem

ble

」
を
ベ
ー
ス
と
し

た
心
疾
患
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
、「M

ed@
H

E
A

R
T

（
メ
ド
・
ハ
ー
ト
／
デ
ー
タ
キ
ュ
ー

ブ
社
）」
を
導
入
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
。

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
導
入
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
化

の
経
緯
に
つ
い
て
、
99
年
の
開
院
時
よ
り
同
院

の
医
事
業
務
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る
医
事
課
長

の
木
下 

誠
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

I T  S y s t e m  I n n o v a t i o n  R e v i e w  

大学病院並みの機能を持つ専門病院で
高速データベースを活用した
医療ITによる診療の効率化を実現
豊橋ハートセンターは、循環器系疾患の専門病院として1999 年 5月に開院。
東海地方をはじめ、全国より多くの患者が来院、年間 5000 件に達する
カテーテル検査・治療・手術を実施している。同センターでは、それぞれ独立して運用していた
各部門システムを統合する診療支援システムを導入、シームレスな情報連携を実現している。
新システム構築の経緯とポイントについて、同センター医事課長の木下 誠氏らにインタビューした。

「院内の各システムを一元管理する『Med@
HEART』は、『Caché』の持つシャドウイン
グ機能により、障害時でも迅速なシステム
復旧が可能です」と話す木下 誠氏

診
療
情
報
を
一
元
管
理
し
て

業
務
効
率
の
改
善
を
実
現

愛知県●豊橋ハートセンター

●
心
疾
患
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム「M

ed@
H

E
A

R
T

」

In
terv

ie
w

豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
医
事
課
長

木
下 
誠
氏
に
聞
く
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師
の
松
井
純
子
氏
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
使
い
勝

手
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
情
報
が
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
す

ぐ
に
操
作
に
習
熟
で
き
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
そ

の
も
の
の
操
作
性
が
高
い
上
に
、
レ
ス
ポ
ン
ス

も
速
い
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
シ
ス
テ
ム
導

入
で
業
務
が
効
率
化
さ
れ
、
看
護
業
務
の
質
的

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
」

　

臨
床
工
学
士
の
佐
合 

満
氏
は
、
新
シ
ス
テ

ム
の
有
用
性
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
、
カ
テ
ー
テ
ル
部
門
や
Ｃ
Ｔ
、
手

術
室
な
ど
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
シ
ス
テ
ム
間
の

デ
ー
タ
連
携
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
患
者
情
報

の
収
集
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ポ
ー
タ
ル

機
能
を
持
つ
こ
と
で
、
院
内
で
の
連
絡
事
項
の

伝
達
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
全
体
と
し
て
情
報

の
伝
達
が
的
確
か
つ
正
確
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
術
後
の
管
理
で
も
、
情
報
を
容
易
か

つ
迅
速
に
引
き
出
せ
る
の
で
、
業
務
効
率
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
操
作
性
に
つ
い
て
も
ユ
ー

ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
シ
ス
テ
ム
で
、
レ
ス
ポ

ン
ス
も
速
く
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
臨
床
業
務
以
外
の
面
で
も
シ
ス
テ
ム

は
大
い
に
役
立
つ
と
、
心
臓
血
管
外
科
医
の
小

川
真
司
氏
は
話
す
。

「
デ
ー
タ
が
一
元
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
学
会

発
表
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
が
便
利
に
な
り
、

論
文
の
制
作
効
率
は
、
私
見
で
す
が
３
～
４
割

は
良
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
13
年
６
月
に
３

テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
新
規
導
入
し
て
お
り
、
そ
の

画
像
デ
ー
タ
も
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
で
管
理

す
る
体
制
を
構
築
中
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
ま
だ

と
い
う
。
部
門
シ
ス
テ
ム
の
情
報
は
基
本
的
に

Ｃ
Ｔ
、
カ
テ
ー
テ
ル
、
オ
ペ
各
室
な
ど
せ
い
ぜ

い
４
～
５
個
の
電
子
カ
ル
テ
端
末
で
し
か
閲
覧

で
き
ず
、
そ
れ
が
診
療
業
務
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
も
な
っ
て
い
た
。

　

な
お
、「M

ed@
H

E
A

R
T

」
導
入
後
は
、

院
内
に
あ
る
約
１
０
０
台
の
端
末
全
て
で
診
療

情
報
が
閲
覧
で
き
る
上
に
、
ア
ク
セ
ス
集
中
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
の
懸
念
は
解
消
さ
れ
た

と
い
う
。

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
は
、
医
療
現
場
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
看
護

連
携
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は

院
内
に
点
在
す
る
各
シ
ス
テ
ム
を
統
合

し
、
診
療
情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で

業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
Ｍ

Ｗ
Ｍ
／
Ｒ
Ｉ
Ｓ
機
能
に
よ
る
検
査
関
連
情

報
管
理
を
実
現
す
る
ほ
か
、
院
内
ポ
ー
タ

ル
機
能
と
看
護
師
業
務
支
援
機
能
を
備
え

る
こ
と
で
、
院
内
全
体
の
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
「M

ed@
H

E
A

R
T

」

導
入
以
前
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
と
手
術
に

関
す
る
部
門
情
報
はA

ccess

で
、
同
院

の
主
要
画
像
診
断
装
置
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
の
レ

ポ
ー
ト
や
検
査
情
報
はF

ileM
aker

に

よ
っ
て
管
理
・
運
用
し
て
い
た
。
た
だ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
は
連
携
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
複
数
回
に
わ
た
る
入

力
や
、
デ
ー
タ
参
照
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
別

の
部
署
に
置
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
端
末
ま
で

ス
タ
ッ
フ
が
参
照
に
出
向
か
ね
ば
な
ら
な

い
な
ど
の
不
便
を
来
し
て
い
た
。
ま
た
、

A
ccess

は
複
数
の
端
末
か
ら
の
同
時
ア

ク
セ
ス
の
際
に
、
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
す
る
可

能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
運
用
に
苦
心
し
て
い
た

Interview

複
雑
な
Ｈ
Ｉ
Ｓ
上
で

高
速
レ
ス
ポ
ン
ス
を
維
持
、

診
療
業
務
の
質
的
向
上
を
実
現

病棟ではノート PC 端末でシステムを運用。PC の起動からレスポンス
まで、非常に高速でストレスなく業務を実施できるとスタッフの評価は
高い

豊橋ハートセンター院長の
鈴木孝彦氏に IT の活用による
同センターの進むべき
方向性について聞いた。

――豊橋ハートセンターの診療の目指す
ところと IT 化の目的についてお聞きし
ます。
　残念ながら、現在の西洋医学は、対症
療法が中心です。風邪をひけば、薬を出
して熱や咳などの症状を抑えますし、心
筋梗塞であればカテーテルを挿入して血
管を拡張し、血流の改善を促します。し
かし、それらは病気を“治す”ことには
なりません。心臓病や糖尿病といった生
活習慣に基づく病気を“治す”のであれ
ば、そのような病気を引き起こした患者
様の生活習慣を改善するように医師が導
かなければなりません。患者様が病気を
“治す”のであって、医師はその手助け
をしているに過ぎないのです。そのこと
を念頭に診療を行っていくべきだと思っ
ています。
――そのために IT 化は、どのように貢
献するでしょうか。
　当センターが IT で記録・蓄積した情
報は、これまでの医療・医学を俯瞰的に
見直し、本当の医療とは何かを追求する
ために役立てたいと考えています。
　5年後、10 年後に向けて、蓄積され
たデータを活用することで医療・医学の
新たな方向性を打ち出せればよいと思っ
ています。

豊橋ハートセンター　院長

鈴木孝彦氏に聞く

●
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「C

aché

」

「Med@HEART」のシステム概念図。患者情報、オーダ情報を電子
カルテから取得、そのデータは各システムに送られる。
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臨
床
現
場
で
レ
ポ
ー
ト
様
式
が
決
定
し
て
い
な

い
た
め
、
ま
ずF

ileM
aker

で
Ｄ
Ｂ
を
開
発

し
た
上
で
、「M

ed@
H

E
A

R
T

」
に
組
み
込

む
予
定
で
あ
る
と
い
う
。「
新
し
い
機
器
を
採

用
し
た
際
、
柔
軟
に
一
元
管
理
の
枠
組
み
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
点
も
、『Caché/Ensem

ble

』

を
ベ
ー
ス
と
し
た
院
内
連
携
シ
ス
テ
ム
の
メ

リ
ッ
ト
の
１
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
ね
」
と
木

下
氏
は
い
う
。

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
は
、
放
射
線
科
領
域

に
お
け
る
診
療
効
率
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
同
シ
ス
テ
ム
で
は
Ｍ
Ｗ
Ｍ
／
Ｒ
Ｉ
Ｓ
機
能

に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
か
ら
取
得
し
た
患
者
情

報
や
オ
ー
ダ
ー
情
報
が
各
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
モ

ダ
リ
テ
ィ
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
診
療
情
報
の

入
力
作
業
は
基
本
的
に
電
子
カ
ル
テ
入
力
の
１

回
だ
け
で
終
了
す
る
。「M

ed@
H

EA
RT

」
導

入
前
は
、
検
査
な
ど
の
際
に
複
数
の
シ
ス
テ
ム

別
に
同
一
の
診
療
情
報
を
入
力
し
て
い
た
が
、

そ
の
重
複
作
業
は
大
幅
に
低
減
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
今
回
、
看
護
記
録
や
超
音
波
診
断
装

置
の
記
録
を
電
子
化
さ
れ
た
が
、
こ
の
デ
ー
タ

連
携
に
よ
っ
て
院
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
さ
ら

に
進
展
。
こ
れ
は
病
院
運
営
上
、
重
要
な
意
義

を
持
つ
。
病
院
運
営
で
も
、「M

ed@
H

EA
RT

」

導
入
は
医
事
課
業
務
の
効
率
化
に
も
少
な
か
ら

ず
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。
木
下
氏
は
医
事
課

長
の
立
場
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
＂院
内
お
知
ら
せ＂
な
ど
は
以
前
、
紙
で
作
成

し
て
そ
の
都
度
各
部
署
に
配
布
し
て
い
た
の
で

す
が
、『M

ed@
H

E
A

R
T

』
の
ポ
ー
タ
ル
機

能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
在
は
各
人
が
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
内
容
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
基
準
申
請
の
書
類
作
成
や
医
療
情
報
提

供
制
度
に
基
づ
く
公
開
情
報
の
収
集
の
際
、
カ

テ
室
や
オ
ペ
室
に
行
っ
て
情
報
を
引
き
出
す
必

要
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た

こ
と
も
作
業
効
率
上
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。『C

aché

』
は
そ
の
際
の
デ
ー
タ

抽
出
を
さ
ら
に
容
易
に
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

こ
れ
ら
の
作
業
を
何
と
か
私
ひ
と
り
で
こ
な
せ

て
い
ま
す
」（
木
下
氏
）

　

さ
ら
に
、
木
下
氏
は
「
運
営
面
で
は
他
に
、

シ
ス
テ
ム
の
短
期
間
開
発
に
よ
る
初
期
コ
ス
ト

の
抑
制
効
果
も
大
き
い
」と
指
摘
す
る
。
実
は
、

「M
ed@

H
EA

RT

」
の
開
発
は
、
12
年
６
月
に

着
手
し
て
か
ら
約
10
ヵ
月
で
完
了
し
た
と
い
う
。

「
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
に
は
デ
ー
タ
連
携
と
は

別
に
、
当
院
は
大
学
病
院
ク
ラ
ス
の
循
環
器
医

療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
機
能

も
簡
易
型
で
は
な
い
本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
が
不

可
欠
で
し
た
。
そ
の
旨
を
デ
ー
タ
キ
ュ
ー
ブ
社

に
打
診
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
２
ヵ
月
で

開
発
が
終
了
し
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
開
発
で
き
た
理
由
を
ベ
ン
ダ
に
聞

い
て
み
る
と
、『Ensem

ble

』
の
持
つ
Ｄ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
の
膨
大
な
辞
書
が
あ
っ
て
こ
そ
、
と
の
こ

と
で
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
発
期
間
が
短

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
費
用
も
か
か
ら
な
い
の
は
当

然
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
費
は

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
範
囲
に
収
め
ら
れ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
」
と
木
下
氏
は
述
べ
る
。

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
で
は
、
デ
ー
タ
の
蓄

積
と
二
次
利
用
も
導
入
目
的
の
１
つ
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
機
能
と
し
て
は
、
病

院
経
営
や
臨
床
研
究
な
ど
デ
ー
タ
利
活
用
の
目

的
に
応
じ
て
、
デ
ー
タ
抽
出
に
必
要
な
項
目
や

条
件
を
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
任
意
設
定
が
可
能

で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
出
力
機
能
を
使
う
こ
と
で

デ
ー
タ
の
二
次
利
用
に
対
応
で
き
る
と
い
う
。

　

木
下
氏
に
よ
れ
ば
、「『M

ed@
H

E
A

R
T

』

導
入
時
に
構
築
し
た
二
次
利
用
シ
ス
テ
ム
の
運

用
と
活
用
法
は
こ
れ
か
ら
煮
詰
め
る
」
段
階
で

あ
る
と
い
う
。
シ
ス
テ
ム
が
本
格
的
に
稼
働
し

た
暁
に
は
、「『C

aché

』
の
高
速
ア
ク
セ
ス
性

が
経
営
・
研
究
用
の
デ
ー
タ
抽
出
時
に
役
に
立

つ
は
ず
」
と
期
待
す
る
。

　
「M

ed@
H

E
A

R
T

」
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
、
木
下
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
臨
床
レ
ベ
ル
で
も
っ
と
使
い
や
す
い
シ
ス
テ

ム
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

例
え
ば
、
手
術
と
カ
テ
の
Ｄ
Ｂ
は
連
携
し
て

は
い
る
の
で
す
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の

際
に
同
一
画
面
で
同
時
も
し
く
は
切
り
替
え
て

閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
動
画
像
レ
ポ
ー
ト
と
、『
動
画
像
情

報
も
一
緒
に
見
た
い
』
と
い
う
臨
床
の
要
望
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
１
つ
ず

つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

こ
れ
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
熟
成
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

長
期
的
な
目
標
と
し
て
は
、「
電
子
カ
ル
テ

「電子カルテと各部門システムが連携したことで二重入力の手間が省け
るなど、業務が楽になりました」と話す佐合 満氏

「診療業務だけでなく、研究業務でも『Med@HEART』は大いに役立っ
ています」と話す小川真司氏

ス
ム
ー
ズ
な
デ
ー
タ
連
携
と

Ｒ
Ｉ
Ｓ
機
能
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
貢
献

今
後
は
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
や

Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
を
目
指
す

●
統
合
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「E

nsem
ble

」

●
豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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の
更
新
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
の
連
携
」
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
連
携
の
構
想
に
つ
い
て
、
木
下
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
循
環
器
領
域
に
お
け
る
重
症
部
門
の
情
報
管

理
と
院
内
連
携
は
、
当
院
の
課
題
の
１
つ
と
い

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
デ
ー
タ
が
重
く
な
る
シ

ス
テ
ム
導
入
へ
の
対
応
と
予
算
確
保
の
関
係
も

あ
り
、
な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、『M

ed@
H

E
A

R
T

』
の
連
携
基
盤

で
あ
る
『E

nsem
ble

』
の
拡
張
性
や
短
期
間

開
発
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

の
院
内
連
携
を
構
築
す
る
方
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

医療法人 澄心会 
豊橋ハートセンター
豊橋ハートセンターは、24
時間救命救急体制を持つ循環
器専門病院。内科的治療を行
う循環器内科と手術など外科
的治療を行う心臓血管外科を
設置し、いついかなる時でも
診察・治療が行えるよう万全
の受け入れ体制を整え、一人
ひとりの病状やライフスタイ
ルを考慮に入れた最適な医療
を提供している。

所在地：愛知県豊橋市大山町五分取 21-1
ＵＲＬ：www.heart-center.or.jp/

① CT データ入力画面。各モダリティとは MWM/MPPS で連携、ワー
クリスト管理を簡便化②カテーテル看護師記録画面。電子カルテから
HL7 でオーダ情報を取得、業務の効率化を図る③人工心肺記録画面。
手術等の実施情報は HL7 で電子カルテに送られ、データ連携を実現
④データ抽出画面。必要な項目・条件に応じて自由な出力設定ができ、
CSV 出力によりデータの 2 次利用が可能⑤院内ポータル画面。診療
支援だけでなく、スケジュール管理や院内への連絡、診療業務以外の
文書管理が可能
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